
江戸から 明 治になる 時 の戊辰 戦 争 さなかに 、
え ど めい じ とき ぼ しん せん そう

山 岡 鉄 舟 は 、 勝 海 舟 と 西 郷 隆 盛 の 会 談 を
やま おか てつ しゆう かつ かい しゆう さい ごう たか もり かい だん

高 浜 神 社 に 斡 旋 し 、 成 功 させた 。 山 岡 鉄 舟
たか はま じん じや あつ せん せい こう やま おか てつ しゆう

は江戸が 戦 火に見舞われるのが 必 死と 思 われ
え ど せん か み ま ひつ し おも

ていた 時 に幕府 （ 徳 川 慶喜 ）の 命 を受け 、 駿
とき ばく ふ とく がわ よしのぶ いのち う すん

府に迫った 西 郷 隆 盛を訪ねその人 物 を認められ、 勝 海 舟
ぷ せま さいごうたかもり たず じんぶつ みと かつかいしゆう

と 西 郷 隆 盛の江戸無血 開 城 に 活 躍しました 。しかし 開 城
さいごうたかもり え ど む けつかいじよう かつやく かいじよう

後も 快 しとしない 旧 幕府軍との 間 に戊辰 戦 争がおこりま
ご かい きゆうばく ふ ぐん あいだ ぼ しんせんそう

す 。その戊辰 戦 争 中 にここ 高 浜 で 会 談 が 行 なわれたので
ぼ しん せん そう ちゆう たか はま かい だん おこ

す。また初 代 茨 城県知事 （ 参 事 ） （わずか1ヶ 月 ）になりまし
しよだいいばら き けん ち じ さん じ か げつ

た 。 鉄 舟 の 「 高 浜 神 社 」と書いた奉 納 額がこの神 社に残さ
てつしゆう たかはまじんじや か ほうのうがく じんじや のこ

れています 。 （ 高 浜 小 学 校の初 代 校 長 は山 岡 鉄 舟 の 兄
たかはましようがつこう しよだいこうちよう やまおかてつしゆう あに

・小野古風である。 ）
お の こ ふう
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高浜小学校 校長室に飾られた書


